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研究概要 
 

目  的 
 

砥石の構成要素である砥粒（ダイヤモンド）と結合材(セラミックス)を均質に分散させることは、

砥石製品の製造プロセスにおいて最も重要な要素である。本事業は、砥粒および結合材の表面を詳

細に分析する手法および砥石構成要素が均質に分散したスラリーの作製条件の科学的解明を図る

ことを目的とする。 

本事業では、昇温脱離質量分析（TPDMS）法、低温比熱測定法及びフーリエ変換赤外分光（FT-IR）

法などの表面分析手法を用い､セラミックス原料粉末特性を詳細に調査する。また、ダイヤモンド

の表面分析を行い、様々な表面処理技術の有効性について明らかにする。 

 

 
研究内容 

 

昇温脱離質量分析（TPDMS）法、低温比熱測定法及びフーリエ変換赤外分光（FT-IR）法などの表

面分析手法を用い､セラミックス原料粉末特性を詳細に調査した。また、ダイヤモンドの表面分析

を行い、様々な表面処理技術の有効性について明らかにした。超音波処理によるダイヤモンド粉末

表面の改質では、ダイヤモンド粉末表面に主にエーテル基(C-O-C)の存在を確認し、粉末表面の酸

素含有量は、処理前に酸洗浄を施し、ホーンの音節を液面に合わせ、アルゴンを注入しながら処理

を施したとき最も多くなることを見出した。さらに、化学処理によるダイヤモンド粉末表面の改質

では、温水中にホルムアルデヒドを溶解することにより粉末表面に化学処理を施し、メチルホーメ

ート(HCOOCH3)の存在を確認し二価の不飽和原子の炭素に化学吸着することを明らかにした。本事

業で改質したダイヤモンド粉末を用いて有機―無機ハイブリッド材料を作製し、内部摩擦係数及び

ヤング率を求めた。その結果、処理後のダイヤモンドを使用した有機―無機ハイブリッド材料は、

ダイヤモンド-母材界面が部分的に結合を強くして、強弱の混成界面になり、ヤング率向上にも関

わらず内部摩擦係数も向上した。 

 



 
研究成果 
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